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2021年 4月 23日 

第 3394回 例会記録 

会員総数 21 名 

出席会員 15 名 

本日出席率 71.43 ％ 

前回出席率  ％ 
 

会 長 報 告 

（加藤好包） 

・ようやく病院の職員にもワクチンの接種が始まりました。コロナについて打つ手は、

マスクとワクチンだけのようです。気を付けて生活をしましょう。 
 

幹 事 報 告 

（青木正廣） 

・ガバナー事務所から“ゴールデンウィークの休業連絡”と“ロータリーロゴを正しく使

おう”が届いています。 
 

委員会報告 ・特になし・ 
 

卓 話 寿満会員：“新型コロナワクチン”について 

▪川崎医科大学卒業後研究室に 5年間、その後に岡山大学に出向しウィルス性癌について感染

病の研究に従事しました。二木芳人先生とも一緒でした。 

▪感染症対策としては、口呼吸ではなく、鼻呼吸を！ 

▪ワクチンとは、軽く罹って抵抗力をつける療法ですが、今回はウィルスを使わずにそのトゲトゲの遺

伝情報を利用し、ウィルスが入ったと誤解させて抵抗力、免疫を付け、集団免疫（≒70％）で対

応する方法です。 

▪現在は“ファイザー社のワクチン”が認可されていますが、治験中の“モデルナ”、“アストロゼネカ”

両社のワクチンも近々認可されそうです。 

▪効果：6 ヶ月間、効果があることは分かっています。 

▪副反応：痛い、だるい、発熱 ⇒ 特に問題なし。 

▪アナフィラキシー（原因物質〈抗原〉により感作される準備期間の後、その原因物質が再び生体に

接触することで引き起こされる免疫学的機序による全身的なアレルギー反応）：⇒ 国が面倒を

見る（対応する）。⇒ 溶剤としてポリエチレングリコールを使用している。 

▪アナフィラキシー対策：ワクチン接種後 30分程度で症状が出る。⇒ すぐに対応（アドレナリン等を

投与）、今までにアナフィラキシーを起こした人は要注意。 

▪発熱：解熱剤を利用可。味覚・臭覚の異常等は、コロナ感染の可能性。 

▪筋肉注射：血液サラサラの薬を使用している人は出血が多い。⇒ 2分以上圧迫。 

▪感染者がワクチンを受けても問題なし。 

▪ファイザーワクチン：3 週間あけて 2回目を（6週間あいても大丈夫）。 

▪他のワクチン（インフルエンザ等）とは、間をあけた方が良い。 

▪メッセンジャーRNA：問題なし。（メッセンジャーRNA mRNA，伝令 RNA ともいう．タンパク質合成 
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過程で必要な、アミノ酸の配列に対応する塩基配列をもつリボヌクレオチド。遺伝子である DNA を

転写して作られる核内のヘテロ核 RNAが分子内で切断、結合されて（スプライシング）生成する。 

▪ワクチン接種 1回目と 2回目は、会社を変えない方が良い。 

▪ワクチン接種後のマスク：ワクチンを打っても罹っていることがあるのでマスクを！ 

▪変異ウィルス：遺伝情報のコピーミス。“N501Y”（イギリス型）、“E484K”⇒ ファイザー社は効果あ

りと言っている。 

▪経済を止めるか、ワクチンを打って集団免疫を目指すか・・・。 
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